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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
に
お
け
る
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
認
定
に
関
す
る
タ
ン
ザ

ニ
ア
及
び
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
等
の
公
表
内
容
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
に
お
け
る
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
認
定
に
関
す
る
タ

ン
ザ
ニ
ア
及
び
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
等
の
公
表
内
容
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
「
日
本
は
長
井
市
を
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
捧
げ
た
」
な
ど
と
報
じ
た
事
実
」
及

び
「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
が
「
木
更
津
市
で
働
く
た
め
の
特
別
ビ
ザ
が
用
意
さ
れ
る
」
と
発
表
し
た
事
実
」
が
何
を
指
す
の

か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
七
年
八
月
十
八
日
のTHE 

TANZANIA 
TIMES

の
記
事
及
び
同
月
二
十
二
日
の
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
連
邦
共
和
国
大
統
領
府
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
関
す
る
お
尋
ね
で
あ
れ
ば
、
政
府
と
し
て
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
同
国
政
府
に
対
し
て
は
、
当
該
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
明
白
な
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
在
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
日
本

国
大
使
館
及
び
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
以
下
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。
）
の
在
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
事
務
所
か
ら
、
当

該
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
訂
正
を
求
め
、
同
月
二
十
六
日
に
同
国
政
府
は
当
該
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
訂
正
し
た
。
ま
た
、
在
タ

ン
ザ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
及
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所
か
ら
、
誤
っ
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
たTHE 

TANZANIA 

TIMES

に
対
し
て
、
修
正
を
申
し
入
れ
た
結
果
、
お
尋
ね
の
「
背
景
及
び
経
緯
」
に
つ
い
て
明
確
な
回
答
は
な
か
っ
た
が
、

当
該
記
事
は
既
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
重
大
な
事
態
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
「
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
」
認
定
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
に
加
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
地
方
公
共
団
体
を
御
指
摘
の
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」

と
し
て
認
定
す
る
と
い
う
在
り
方
そ
の
も
の
が
、
国
内
に
お
い
て
誤
解
及
び
混
乱
を
招
い
た
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
諸
外
国
と
の
国
際
交
流
の
実
施
に
際
し
て
は
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
相
手
国
政
府
へ
の
説
明
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
徹
底
し
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
国
民
の
理
解
と
支
持
は
、
国
際
交
流
を
推
進
す
る
際
の
大
前
提
で
あ
り
、
諸
外

国
と
の
国
際
交
流
の
意
義
に
つ
い
て
、
国
民
の
幅
広
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
事
実
誤
認
に
基
づ
く

報
道
が
外
国
報
道
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
正
確
な
事
実
関
係
と
理
解
に
基
づ
く
報
道
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
速

や
か
に
在
外
公
館
や
外
務
本
省
か
ら
当
該
外
国
報
道
機
関
等
に
対
し
て
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
く
申
入
れ
等
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
積
極
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

三
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
駐
日
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
大
使
館
及
び
駐
日
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
連
邦
共
和
国
大

使
館
に
対
し
て
、
一
で
御
指
摘
の
「
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
認
定
」
の
目
的
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。



 

３ 

 

そ
の
際
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
御
指
摘
の
「
誤
解
を
招
く
可
能
性
の
あ
る
情
報
提
供
や
説
明
」
及
び
「
即
時
ま
た
は
将
来
的
な

「
特
別
ビ
ザ
」
の
新
設
や
既
存
ビ
ザ
の
運
用
緩
和
を
示
唆
す
る
よ
う
な
協
議
、
提
案
、
ま
た
は
言
及
」
を
行
っ
た
事
実
は
な

い
と
承
知
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

他
国
の
政
府
部
内
で
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 

六
及
び
七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。 


